
株式会社東急ストア（本社︓東京都目⿊区）は、２０２３年１１⽉より、東急不動産株式会社
（本社︓東京都渋⾕区）、株式会社Ｊバイオフードリサイクル（本社︓神奈川県横浜市）と連携し
蒲田・蒲田プラザ店において⾷品廃棄物の再⽣利⽤を開始いたします。この取り組みは、バイオマス発電
施設で⾷品廃棄物をメタン発酵処理し、バイオガス発電を⾏い、発酵残渣で堆肥を⽣成するものです。
天然資源の消費が抑制され、環境負荷を低減するとともに、循環型社会の形成につながります。
今後も当社は、持続可能な社会の実現に向けて、⾷品廃棄物削減及び再利⽤に向けた取り組みを

はじめ、お客さまのご理解・ご協⼒のもと、環境保全活動や社会貢献活動を続けてまいります。

２０２３年１０⽉２５日

２０２３年１１⽉１日（水）

株式会社東急ストア

１. 開始日

２. 廃棄物処理の流れ





廃棄物削減とリサイクル

多様性を認めあう環境づくり環境とカラダに優しい商品の取り扱い

CO₂削減と環境保全

安心して暮らせる環境づくり 未来を担う子供たちとのコミュニケーション

●AI需要予測発注システムの導入
●リサイクルBOXによる資源回収
●レジ袋の有料化と収益⾦の寄付
●プラスチック製品の削減（カトラリー類の切り替え）

●グリーン電⼒の導入・水道水の使⽤量抑制による
CO₂排出量の削減

●地球にやさしいフロンガスへの転換
●シェアサイクルの導入による環境負荷低減

●環境対策商品のコーナー化（実⽤品）
●「鮮度保持袋」の使⽤による⾼鮮度維持と

⾷品ロス削減（⻘果）
●電子レシートシステム「スマートレシート」の全店導入

従業員、お客さま、地域の皆さま、お取引先さまとともに、将来にわたり持続可能な街づくりに取り組んでいます。

●認知症サポーター養成
●⾒守りネットワークへの参加
●盲導⽝募⾦による視覚障がい者の方々への支援
●クワイエットアワーの実施

●子供たちへの出前授業の実施
●店舗⾒学・職業体験の受け入れ
●⾷育と⾷品ロス削減の啓発推進

東急ストアのSDGsの取り組み

●働きやすい環境づくり
（さまざまな雇⽤形態、研修の充実）

●子育て支援

AIを活⽤した需要予測発注 木製・紙製のカトラリー 脈動流タイプの節水バルブ太陽光パネルの設置

野菜・果物を⻑持ちさせることで
⾷品ロス削減に貢献 スマートフォンへのレシート配信 働くママ同⼠が交流するワーキングマザーセミナーの様子

クワイエットアワー実施時の様子
出前授業の様子

以上


